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む
ら
議
会
だ
よ
り
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む
ら
議
会
だ
よ
り
118

号
発

行
　

熊
本

県
球

磨
郡

球
磨

村
議

会
編

集
　

議
会

広
報

対
策

特
別

委
員

会
〒

869-6401 熊
本

県
球

磨
郡

球
磨

村
大

字
渡

丙
1730番

地
TEL（

0966）
32－

1111　
FAX（

0966）
32－

1230
印

刷
／

㈱
協

和
印

刷 　
小
中
一
貫
校
で
１
年
生
か
ら
９
年
生

ま
で
が
学
ぶ
「
球
磨
村
立
球
磨
清
流
学

園
」
が
、
令
和
６
年
度
に
開
校
し
て
２

年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
開
校
の
理
由
は
、
少
子
化
に
伴
う
複

式
学
級
の
解
消
や
令
和
２
年
７
月
豪
雨

に
起
因
す
る
児
童
生
徒
数
の
減
少
な
ど

で
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
既
存
の
校
舎

を
活
用
し
た
一
勝
地
で
の
分
離
型
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
球
磨
管
内
で
は
、
先
に
水
上
村
立
水

上
学
園
が
、
令
和
５
年
度
よ
り
一
体
型

校
舎
で
ス
タ
ー
ト
。
３
番
目
と
し
て
、

五
木
村
立
五
木
学
園
が
令
和
８
年
度
開

校
予
定
で
、
分
離
型
で
ス
タ
ー
ト
し
た

後
、
令
和
９
年
度
末
ま
で
に
一
体
型
の

校
舎
を
建
築
す
る
予
定
と
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
球
磨
清
流
学
園
は
、
今
後
、
児
童
生

徒
数
が
減
少
し
た
と
し
て
も
、
よ
り
教

育
環
境
の
整
備
を
図
り
、
柔
軟
性
や
連

続
性
を
持
っ
た
小
中
一
貫
教
育
を
進
め

る
た
め
、「
一
体
型
」
へ
向
け
た
早
急

な
議
論
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
本
　
宣
彦

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　   

　
　板 

﨑
　壽 

一

副
委
員
長
　   

　
　西 

林
　尚 

賜

委
　
　員
　   

　
　宮 

本
　宣 

彦

委
　
　員
　   

　
　永
椎  

樹
一
郎

■球磨村世帯数：1,176世帯　■人口：2,586人　男：1,243人　女：1,343人（令和7年8月１日現在）

編
集
後
記

球磨清流学園
７年生

球磨清流学園
７年生

牛塚　裕聖さん
　７年生は個性的で、自分の考
えをしっかり持つことのできるク
ラスです。自主的に発表するこ
とが７年生の課題なので、全体
の場で積極的に発表できるクラ
スにしたいです。

毎床　琉歌さん
　５月に７年生みんなで行った集団宿泊教
室では、みんなで協力することの大切さを
学ぶことができました。学んだことを２学期
にある合唱祭や文化祭などで活かし、自分
たちが納得できるものをつくっていきたい
です。

令和7年度の球磨清流学園7年生は１5人です。
「Shining　Fifteen　Colors ～弾け　輝け　１５人～」を学級目標に掲げています。
この学級目標には、１５人がそれぞれの色を出して、１５人みんなで輝きたいという意味が
込められています。目標を達成できるように、お互いの個性を認め合いながら、クラス
みんなで協力して成長していきたいと思います。

７年生担任　竹井　優衣 先生

復
旧
が
進
む
相
良
橋
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（
審
議
の
結
果
は
３
頁
に
掲
載
）

①
令
和
６
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
予
算
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

②
令
和
６
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
予
算
事

故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

③
令
和
６
年
度
球
磨
村
簡
易
水
道
特
別
会

計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

①
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
仮
設
団
地
改
修
工
事

　
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
４
列
目
）

＊
県
か
ら
球
磨
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
仮
設
住

宅
の
一
部
を
譲
り
受
け
、
恒
久
的

な
住
宅
に
改
修
す
る
工
事
請
負
契

約
を
契
約
金
額
５
千
７
５
６
万
４
，

１
０
０
円
で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

②
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
村
道
渡
大
槻
線
緊
急
自
然
災
害
防
止

対
策
工
事
）

＊
契
約
金
額
を
６
２
万
４
，
４
２
１

円
減
額
し
、
６
千
３
３
０
万
３
，

５
１
２
円
と
す
る
変
更
契
約
を
原
案

の
と
お
り
可
決
。

③
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
沖
鶴
橋
配
水
管
災
害
復
旧
工
事
）

＊
契
約
金
額
を
４
５
３
万
９
，
９
９
７

円
増
額
し
、
５
千
３
９
２
万
９
，

９
９
７
円
と
す
る
変
更
契
約
を
原
案

の
と
お
り
可
決
。

①
球
磨
村
診
療
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

＊
令
和
８
年
４
月
か
ら
村
営
の
診
療
所

と
し
て
開
設
し
、
指
定
管
理
事
業
者

等
が
運
営
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
条
例
を
制
定
。

②
球
磨
村
情
報
通
信
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

＊
受
診
点
施
設
の
所
在
地
及
び
サ
ー
ビ
ス

提
供
区
域
を
現
状
に
合
わ
せ
て
改
正
す

る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

③
球
磨
村
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

＊
令
和
６
年
12
月
末
で
㈱
ト
ラ
ッ
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
一
勝
地
温
泉
か

わ
せ
み
の
指
定
管
理
解
除
を
行
っ
た

結
果
責
任
と
し
て
、
令
和
７
年
７
月

か
ら
９
月
ま
で
の
３
か
月
間
村
長
給

料
を
30
％
、
副
村
長
給
与
を
20
％
削

減
す
る
条
例
の
一
部
改
正
を
原
案
の

と
お
り
可
決
。

①
財
産
の
処
分
に
つ
い
て　

　
（
村
有
林
の
法
正
林
化
）

＊
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
、
法
正
林
化

に
基
づ
く
村
有
林
の
伐
採
に
つ
い
て

の
議
案
を
可
決
。

②
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

＊
教
育
委
員
会
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
に

あ
た
り
、
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
㈱
と
の
９
３
５
万
３
８
０
円
の

物
品
契
約
に
よ
る
取
得
を
原
案
の
と

お
り
可
決
。

①
令
和
７
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

〇
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
事

業
費
で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
使
用
世
帯
へ
の
追

加
支
援
５
３
７
万
５
千
円
。

〇
感
興
衛
生
費
の
水
道
水
源
開
発
事
業

で
浦
野
地
区
の
水
源
開
拓
に
補
助
金

８
０
０
万
円
を
計
上
。

〇
林
業
振
興
費
で
は
、
ジ
ビ
エ
解
体
処
理

加
工
施
設
に
係
る
工
事
請
負
費
の
増
額

分
８
，
５
４
２
万
８
千
円
を
計
上
。

〇
非
常
備
消
防
費
で
は
消
防
団
整
備
に
か

か
る
備
品
購
入
費
６
１
３
万
６
千
円
を

計
上
。

〇
防
災
無
線
の
衛
星
通
信
を
第
３
世
代
に

移
行
す
る
た
め
の
負
担
金
８
３
６
万
円

を
計
上
。

　
　

補
正
額
１
億
１
，
５
８
１
万
７
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額

５
５
億
６
，３
８
１
万
７
千
円
と
な
る
。

財
産

条
例

予
算

報
告

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
17
日
か
ら
20
日
ま
で
の
４
日
間
で
開
催
さ
れ
、
承
認
５
件
、
報
告
３
件
、
契
約
３
件
、

条
例
３
件
、
予
算
４
件
、
財
産
２
件
、
諮
問
２
件
、
発
議
３
件
、
決
議
１
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
７
人
が
登
壇
し
、
復
旧
復
興
や
各
種
施
策
に
つ
い
て
、
執
行
部
の
考
え
を
質
問
し
ま
し
た
。

６月
定例会契

約
主
な
審
議
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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６月定例会　審議した議案等とその結果
議案番号 件　　　　　名 結　果 賛成 反対

承 認 第 １ 号 専決処分の報告及び承認について（球磨村税条例の一部を改正する条例） 原案承認 8 0

承 認 第 ２ 号 専決処分の報告及び承認について
（球磨村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）" 原案承認 8 0

承 認 第 ３ 号 専決処分の報告及び承認について
（令和６年度球磨村一般会計補正予算） 原案承認 8 0

承 認 第 ４ 号 専決処分の報告及び承認について
（令和６年度球磨村国民健康保険特別会計補正予算） 原案承認 8 0

承 認 第 ５ 号 専決処分の報告及び承認について
（令和６年度球磨村簡易水道特別会計補正予算） 原案承認 8 0

報 告 第 ２ 号 令和６年度球磨村一般会計予算繰越明許費繰越計算書について 報　　告
報 告 第 ３ 号 令和６年度球磨村一般会計予算事故繰越し繰越計算書について 報　　告
報 告 第 ４ 号 令和６年度球磨村簡易水道特別会計予算繰越明許費繰越計算書について 報　　告
議 案 第 30 号 財産の処分について（村有林の法正林化） 原案可決 8 0

議 案 第 31 号 工事請負契約の締結について
(グラウンド仮設団地改修工事(グラウンド側4列目) 原案可決 8 0

議 案 第 32 号 工事請負変更契約の締結について
（村道渡大槻線緊急自然災害防止対策工事） 原案可決 8 0

議 案 第 33 号 工事請負変更契約の締結について（沖鶴橋配水管災害復旧工事） 原案可決 8 0
議 案 第 34 号 球磨村診療所の設置及び管理に関する条例の制定について 原案可決 8 0

議 案 第 35 号 球磨村情報通信施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 原案可決 8 0

議 案 第 36 号 令和７年度球磨村一般会計補正予算について 原案可決 8 0
議 案 第 37 号 令和７年度球磨村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決 8 0
議 案 第 38 号 令和７年度球磨村後期高齢者医療特別会計補正予算について 原案可決 8 0
議 案 第 39 号 令和７年度球磨村簡易水道特別会計補正予算について 原案可決 8 0
諮 問 第 １ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案可決 8 0
諮 問 第 ２ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案可決 8 0
発 議 第 ３ 号 球磨村議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案否決 3 5

発 議 第 ４ 号 球磨村議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 原案可決 8 0

追　加　日　程
議 案 第 40 号 財産の取得について 原案可決 8 0
議 案 第 41 号 球磨村長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 7 1
発 議 第 ５ 号 球磨村議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 5 3
決 議 第 １ 号 松谷村長及び上蔀副村長に対する辞職勧告決議 原案可決 7 1

（採決の人数は、議長を除く８名）

表決一覧表（起立採決抜粋）

議案名　　　　 　　　　　　　　　　　議員名 永
椎

西
林

宮
本

板
﨑 東 嶽

本
高
澤

田
代

舟
戸

球磨村長等の給与の特例に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 ―

発議第３号球磨村議会議員の定数を定める条例の
一部を改正する条例の制定について（議員定数を
9人とする）

× × × × 〇 〇 〇 × ―

発議第４号球磨村議会議員の定数を定める条例の
一部を改正する条例の制定について（議員定数を
８人とする）

〇 〇 〇 〇 × × × 〇 ―

松谷村長及び上蔀副村長に対する辞職勧告決議 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
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第
５
回
臨
時
会
が
７
月
３
日
に
開
催

さ
れ
、
契
約
２
件
、
予
算
１
件
の
議
案

が
可
決
し
ま
し
た
。

①
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
（
神
瀬
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
支
援
施

設
新
築
工
事
）　

＊
神
瀬
地
区
避
難
地
に
、
災
害
時
は
避

難
場
所
及
び
災
害
対
応
業
務
の
拠
点

と
し
て
、
平
常
時
に
は
交
流
の
場
や

社
会
教
育
活
動
の
拠
点
と
な
る
施
設

を
整
備
す
る
工
事
請
負
契
約

　
　
３
億
３
，
１
１
０
万
円
を
可
決
。

②
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
（
相
良
橋
配
水
管
災
害
復
旧
工
事
）

＊
豪
雨
災
害
に
よ
り
流
失
し
た
相
良

橋
に
添
架
さ
れ
た
配
水
管
の
復
旧

工
事
を
契
約
金
額
５
，
６
１
０
万

円
で
可
決
。

①
球
磨
村
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

＊
第
27
回
参
議
員
通
常
選
挙
よ
り
、

投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会
人
等

の
報
酬
額
を
国
の
基
準
に
合
わ
せ

て
引
き
上
げ
る
も
の
で
、
原
案
の

と
お
り
可
決
。

②
一
勝
地
交
流
セ
ン
タ
ー
「
か
わ
せ
み
」

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

＊
一
勝
地
交
流
セ
ン
タ
ー
「
か
わ
せ

み
」
の
浴
場
使
用
料
に
つ
い
て
、

回
数
券
並
び
に
定
期
入
浴
券
の
発

行
及
び
仕
様
を
明
記
す
る
も
の
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
。

　
令
和
７
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
補
正

予
算
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

〇
物
価
高
騰
支
援
地
方
創
生
事
業

・
移
動
販
売
支
援
補
助
事
業

　
３
事
業
者
×
１
万
５
千
円
（
月
額
）

×
10
か
月

・
定
額
減
税
補
足
給
付
事
業

　

６
年
度
に
実
施
し
た
給
付
金
（
調

整
給
付
）
に
不
足
が
生
じ
る
場
合

に
追
加
給
付
を
行
う

・
省
エ
ネ
家
電
買
替
促
進
給
付
事
業

　
１
世
帯
当
た
り
５
万
円
を
上
限
に
補
助

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
使
用
世
帯
支
援
補
助
事

業
（
追
加
支
援
分
）
補
助
金
が
支

給
さ
れ
た
世
帯
に
対
し
て
２
千
円

の
追
加
支
援

〇
林
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

　
　

林
道
大
瀬
線
に
お
い
て
本
年
６
月

の
豪
雨
に
よ
り
法
面
崩
壊
が
発
生
し

た
た
め
、
応
急
復
旧
工
事
費
と
復
旧

工
事
に
係
る
測
量
設
計
業
務
委
託
量

の
７
４
９
万
９
千
円
を
計
上
。

第５回
臨時会

契
約

第
５
回
臨
時
会
が
７
月
３
日
に
開
催
さ
れ
、
神
瀬
地
区
復
興

ま
ち
づ
く
り
支
援
施
設
新
築
工
事
の
請
負
契
約
が
可
決
し
ま
し
た
。

予
算

どなたでも傍聴できます。是非、おいでください。
６月定例議会の傍聴人数は延べ 22 人でした。

※会議録は「球磨村ホームページ」→「行政情報」→「球磨村議会」→
　「会議録（一覧ページ）」で閲覧できます。

条
例

・回数券（大人）４，５００円
　　15枚つづり　６か月有効
・回数券（小人）２，５００円
　　15枚つづり　６か月有効
・定期入浴券　１０，０００円
　　３か月有効　村民に限る
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議
員
定
数
を
次
期
一
般
選
挙
か
ら

８
名
に
改
正

令
和
７
年
度
よ
り
毎
月
１
回

議
会
全
員
協
議
会
を
開
催

　
村
議
会
で
は
、
令
和
７
年
度
よ
り
議
員

間
で
の
討
論
を
活
発
に
し
、
議
員
活
動
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

月
１
回
（
定
例
会
の
あ
る
月
を
除
く
）
議

会
全
員
協
議
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

４
月
24
日
に
開
催
し
た
全
員
協
議
会

で
は
、
建
設
課
よ
り
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
と
、
復

興
推
進
課
よ
り
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
再
生
協
議

会
、
一
勝
地
温
泉
か
わ
せ
み
の
経
過
報

告
が
あ
っ
た
。

　
５
月
２
日
に
は
、
執
行
部
と
一
緒
に
村

有
地
へ
の
不
法
投
棄
に
係
る
現
場
視
察
を

行
っ
て
い
る
。

　

７
月
11
日
に
は
、
復
興
推
進
課
よ
り
、

観
光
事
業
で
株
式
会
社
エ
イ
チ
・
ア
イ
・

エ
ス
よ
り
地
域
活
性
化
企
業
人
と
し
て
出

向
し
て
い
る
山
村
振
興
係
の
木
村
さ
ん
か

ら
観
光
事
業
へ
の
取
り
組
み
状
況
を
聞

き
、
企
画
調
整
係
よ
り
渡
地
区
賑
わ
い
拠

点
施
設
整
備
事
業
の
概
要
や
今
後
の
進
め

方
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
そ
の
後
、
８
月
に
予
定
し
て
い
る
国
会

議
員
へ
の
要
望
活
動
に
お
け
る
要
望
書
の

内
容
に
つ
い
て
検
討
、
協
議
。

　
毎
回
、
熱
心
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ

て
お
り
、
今
後
も
、
全
員
協
議
会
で
の
討

論
が
活
発
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
進
め
て

い
き
た
い
。

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
３

月
定
例
会
に
お
い
て
、
次
期
一
般
選
挙
か

ら
の
議
員
定
数
を
現
行
の
10
名
か
ら
８
名

と
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の
議
案
を
提
出

し
、
否
決
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
村
議
会
で
は
、
来
年
の
村
議
会
議
員
選

挙
を
控
え
、
こ
の
問
題
を
先
送
り
に
は
で

き
な
い
と
考
え
、
再
度
、
協
議
、
検
討
を

行
い
、
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
次
期
選

挙
か
ら
の
議
員
定
数
を
、
10
名
か
ら
９
名

に
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の
議
案
を
提
出

し
た
が
、
賛
成
３
名
、
反
対
５
名
で
否
決
。

　
そ
の
後
、
議
員
か
ら
の
動
議
に
よ
り
、

被
災
後
の
人
口
減
少
に
よ
る
地
域
情
勢
の

変
化
や
議
員
活
動
の
在
り
方
等
を
総
合
的

に
判
断
し
、
議
員
定
数
を
10
名
か
ら
８
名

と
す
る
議
案
を
提
出
し
、
賛
成
５
名
、
反

対
３
名
で
可
決
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
次
期
一
般
選
挙
よ
り
議

員
定
数
は
８
名
と
な
る
。

　
村
議
会
と
し
て
は
、
議
員
定
数
が
決
定

し
た
以
上
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に
な
ろ

う
と
も
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、

諸
問
題
に
挑
み
、村
民
と
行
政
と
協
働
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
実
現
す

べ
く
、
よ
り
一
層
議
会
の
活
性
化
に
努
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議 員 定 数 の 変 遷
条例制定日 議員定数 人口

（４月１日現在）
昭和 44 年 9 月 30 日改正 16 人 9,373 人
平成 3 年 9 月 24 日改正 14 人 6,304 人
平成 17 年 9 月 16 日改正 12 人 5,074 人
平成 21 年 12 月 18 日改正 11 人 4,675 人
平成 25 年 3 月 15 日改正 10 人 4,263 人
令和 7 年 6 月 20 日改正 8 人 2,605 人

R7 年 7 月 11 日開催　議会全員協議会
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村
の
考
え
を
問
う

３月定例会の一般質問には７人の議員が登壇し、村への提言や質問を行いました。
※紙面の都合により、質問と答弁を要約した内容を登壇順にお知らせします。

一
般
質
問

７
人
の
議
員
が
登
壇

永椎樹一郎 議員
（７ページ）

第６次総合計画「後期基本計画」　「村民の暮らし・村民の声」
１　安全・安心な暮らしの環境づくり
　　①居住環境の整備　　②交通基盤の整備
２　健康・長寿のむらづくり
　　①健康づくりの推進　②地域福祉の充実
３　未来を拓く人づくり
　　①子育て支援の充実　②学校教育の充実

東　　純一 議員
（７ページ）

令和７年度施政方針
　　①観光振興への取り組み
　　②防災拠点施設の活用
　　③鳥獣被害対策
　　④将来に向ける地域コミュニティ構築

田代　利一 議員
（８ページ）

１　農地の保全と利活用について
　　①村長の所感について　②中山間地域等直接払交付金について
　　③多面的機能支払交付金について④被災農地の復旧について
２　ふるさと納税について
　　①村長の所感について　②返礼品の状況について
　　③新たな特産品の開発について　④基金の状況について
３　観光振興計画について
　　①目指す姿について　②修学旅行客の取り込みについて
　　③インバウンドの取り込みについて④RMOの取り組み状況について

西林　尚賜 議員
（８ページ）

１　「共助の村づくり」行政区割と班編成
　　①災害発生以降の行政区割と班編成の現状　②集落施設等の整備
　　③今後の集落再構築に向けた課題、取り組み
２　「地域資源を活かした村づくり」村の農業振興
　　①渡地区尾緑周辺の農地計画　②渡地区尾緑営農再開における課題等
　　③農業用施設の補修、改修計画

嶽本　孝司 議員
（９ページ）

災害からの復旧・復興
１　一勝地岳本地区に飲料水となる水源を確保されたが、進歩
　　について伺う
２　ＪＲ肥薩線人吉～八代間の開通に向けてＪＲは６月より
　　地質調査を開始した。
　　村の復旧復興に加担する事項があると思われるが、要望
　　の必要性がないのか伺う

板﨑　壽一 議員
（９ページ）

１　人口減少の対策は
　　①３つの柱の中の移住定住対策の進捗について
２　フィットネスジムについて　
　　①現在の利用度合と５月２日以降の予約制について
３　「かわせみ」の未払金について
　　①㈱トラックセッションが残した未払金はどうするのか
４　一般社団法人くまむら山村活性化協会について
　　①質問状に対して自分で答えないのか
５　人事の件　①４月の人事の後、２ヶ月でまた人事とは
６　広報くまむら５月発行分　①令和７年度一般会計当初予算
　　誤掲載は

宮本　宣彦 議員
（10 ページ）

１　「かわせみ」の経営について
　・新たな指定管理に向けた経営方針について
２　人口減少に対する取組みについて
　・人口減少対策と少子化対策は、最重要課題である。
　　村として、どのような対策を強化する考えか。　
３　国道２１９号線、県道及び橋梁の復旧状況について　
　・村民にとって、国道219号、県道及び橋梁は生活に必要
　　不可欠なものである。復旧の見込みについてどのような
　　状況となっているのか。



村の考えを問う

7 くまむら議会だより　第118号
令和７年8月25日発行

地
域
の
方
々
の
利
用
が
大
前
提
、
利
用
の

仕
方
も
提
案
い
た
だ
け
れ
ば
と
思って
い
る

令
和
７
年
度
は
観

光
振
興
に
力
を
注

ぐ
と
村
長
は
述
べ
て
い
る
。

3
月
に
は
観
光
振
興
計
画

も
出
さ
れ
た
が
、
観
光
協

会
、
各
種
協
会
と
ど
の
よ

う
に
連
携
し
、
観
光
振
興

を
生
か
し
て
い
く
の
か
。

今
は
単
独
で
、
そ

れ
ぞ
れ
特
色
あ
る

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
方
々
が
１
つ
に
な
っ

て
、
横
の
連
携
を
す
る
こ

と
で
、
球
磨
村
で
の
滞
在

時
間
を
増
や
す
と
い
っ
た

方
向
に
取
り
組
ん
で
い
け

れ
ば
い
い
と
思
う
。

防
災
拠
点
施
設
の

活
用
に
つ
い
て
、
平

常
時
に
お
い
て
も
住
民
の

体
力
づ
く
り
や
親
睦
を
深

め
る
活
動
等
が
で
き
れ
ば

と
願
っ
て
い
る
。

　
完
成
後
の
施
設
の
利
活
用

に
つ
い
て
、村
長
の
考
え
は
。

地
域
の
方
々
の
利

用
が
大
前
提
に
な

る
が
、
利
用
の
仕
方
に
つ

い
て
も
提
案
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ

い
て
、
近
年
、
農
作

物
の
被
害
も
深
刻
に
な
っ
て

い
る
。
本
年
度
、
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
の
設
置
を
行
う

と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ

る
の
か
。隊

員
の
構
成
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
捕
獲
隊
と
同
じ
で
村

内
の
猟
友
会
に
所
属
さ
れ

て
い
る
方
。
隊
員
の
処
遇

の
改
善
に
よ
り
、
よ
り
活

動
し
や
す
い
環
境
を
作
る

と
い
う
こ
と
で
新
た
に
設

置
し
た
。ジ

ビ
エ
の
加
工
場

が
新
設
さ
れ
る
計

画
に
な
っ
て
い
る
。
人
材

の
確
保
、
受
け
入
れ
態
勢

等
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

3
月
か
ら
4
人
体

制
で
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
会
員
も
3
年

間
の
期
間
終
了
後
も
引
き

続
き
村
内
で
や
っ
て
も
ら

え
る
と
思
っ
て
い
る
。
受

け
入
れ
る
時
間
を
長
く
し

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
に

も
応
え
ら
れ
る
体
制
づ
く

り
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

人
口
、
世
帯
数
の
減

少
が
進
ん
で
、
集

落
の
存
続
自
体
も
心
配
し

て
い
る
。
今
後
、
行
政
区
、

班
の
編
成
に
つ
い
て
、
村

長
の
考
え
は
。

ま
だ
村
と
し
て
具

体
的
な
考
え
は
な

い
が
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

防
災
拠
点
施
設
、完
成
後
の

利
活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は

問村
長問

問問

村
長 問

次
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
中
で
、
で
き
る

か
ど
う
か
、
はっ
き
り
言
え
な
い
が
、
そ
の
よ
う

に
進
め
て
い
き
た
い

来
年
度
か
ら
「
球
磨

村
診
療
所
」
が
村
営

に
な
る
が
、
村
営
に
な
っ
て

も
現
在
の
医
師
、
ス
タ
ッ
フ

を
雇
用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

次
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
中
で
、

で
き
る
か
で
き
な
い
か
は
、

は
っ
き
り
言
え
な
い
が
、
で

き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
そ
の

よ
う
に
思
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
進
め
る
私
た
ち
に

任
せ
て
も
ら
い
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
、
隣
接
す
る
自

治
体
へ
の
乗
り
入
れ
、
接

続
な
ど
近
隣
市
町
村
の
公

共
交
通
会
議
へ
の
要
望
は
。

公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
、
自
治
体
を
超

え
て
の
移
動
と
い
う
の
は

厳
し
い
な
か
、
し
っ
か
り

と
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

民
生
委
員
、
地
域
の

中
で
の
委
員
の
成

り
手
不
足
、
今
後
の
民
生

委
員
の
体
制
づ
く
り
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。そ

の
地
域
で
誰
か

が
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
意
識
を

も
っ
て
い
た
だ
く
。
し
か
し

今
後
は
、
し
っ
か
り
と
違

う
体
制
づ
く
り
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

選
ば
れ
る
自
治
体

と
し
て
、「
給
食
費
」

の
全
額
補
助
、「
入
学
準
備

金
」
の
支
給
な
ど
を
行
っ

て
い
る
が
「
修
学
旅
行
費
」

の
全
額
補
助
の
考
え
は
。

子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
、
各
自
治

体
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
中
で
勝
ち
抜

い
て
い
く
た
め
に
も
、
し
っ

か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

ご
み
の
排
出
量
削
減

を
考
え
れ
ば
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
が
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
、

資
源
ご
み
と
し
て
の
回
収

は
、
現
在
、
人
吉
市
と
あ

さ
ぎ
り
町
が
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
、
ご
み
の
分

別
が
し
っ
か
り
と
で
き
る

よ
う
な
対
策
を
住
民
に
徹

底
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

永椎 樹一郎 議員

村
営
と
な
る
「
球
磨
村
診
療
所
」

現
在
の
医
師
、
ス
タ
ッ
フ
を
そ
の
ま
ま

雇
用
で
き
る
か

村
長問村

長

問

村長

村長

東　　純一 議員

産
業

振
興

課
長

産
業

振
興

課
長

公
共
交
通
網

ご
み
の
適
正
処
理

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築

防
災
拠
点
施
設

医
療
体
制

問

地
域
福
祉

問村
長子

育
て
支
援

村
長問税

務
住
民

課
長

観
光
振
興

村
長鳥

獣
被
害
対
策
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災
害
発
生
以
降
、
被

災
を
さ
れ
た
方
々

の
住
ま
い
再
建
が
進
む
中
、

村
内
集
落
（
班
）
の
状
況

は
大
き
く
変
化
し
た
。
現

状
の
班
編
成
の
状
況
は
。

本
村
の
人
口
、
動
態

は
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
災
害
発
生
以
降
こ

の
５
年
で
人
口
が
９
３
０

人
減
少
し
、
村
内
21
行
政
区

81
班
の
組
織
で
あ
り
、
そ
の

内
10
世
帯
以
下
の
班
が
39

班
と
な
っ
て
い
る
。
人
口

減
少
と
高
齢
化
に
よ
る
限

界
、
過
疎
集
落
が
発
生
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱

体
化
、
空
き
家
問
題
な
ど

課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

現
状
の
班
編
成
は
、

災
害
公
営
住
宅
「
桜

峯
班
」、
村
有
住
宅
「
別
府

峰
班
」、
遊
水
地
計
画
地
対

岸
へ
「
地
下
班
」
が
構
築
さ

れ
て
い
る
。
今
後
の
予
定
と

し
て
来
年
４
月
か
ら
住
宅
造

成
地
「
塚
ノ
丸
班
」
が
活
動

さ
れ
る
。
尚
、
遊
水
地
計
画

地
の
「
今
村
班
」
は
近
い
将

来
活
動
を
終
え
る
。

集
落
支
援
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
て
支
援
を
と

言
う
こ
と
だ
が
、
新
た
な

班
編
成
の
構
築
に
必
要
な

集
会
所
施
設
の
支
援
は
。

来
年
４
月
か
ら
活

動
さ
れ
る
「
塚
ノ

丸
班
」
に
つ
い
て
は
、
運

動
公
園
の
「
み
ん
な
の
家
」

２
棟
の
う
ち
、
１
棟
を
移
設

し
て
公
民
館
と
し
て
活
用

す
る
考
え
で
あ
る
。
そ
の

他
の
班
に
つ
い
て
は
、
実

情
を
把
握
し
、
支
援
を
考

え
て
い
く
。

村
内
は
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化

が
加
速
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
弱
体
化
な
ど
集
落
の
再

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

が
早
急
に
必
要
だ
が
。

今
後
の
集
落
再
構

築
に
向
け
た
課
題
、

取
組
み
は
、
人
口
減
少
等

高
齢
化
を
始
め
、
担
い
手

不
足
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

遅
れ
、
地
域
経
済
の
停
滞

な
ど
が
あ
る
。
す
で
に
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
が

低
下
し
た
集
落
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
実
情
を
把
握
し
、
協
議

を
重
ね
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
可
能
な
の
か

慎
重
に
進
め
て
い
く
。

集
落
機
能
が
低
下
し
て
い
る
地
域
の

実
情
を
把
握
し
、
慎
重
に
進
め
る

人
口
減
少・少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
中
、

集
落
の
再
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
は

問

村
政
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は

お
詫
び
す
る

村
政
が
揺
れ
て
い

る
。
一
般
社
団
法
人

職
員
へ
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
球
磨

村
職
員
へ
の
わ
か
ら
ん
呼

ば
わ
り
、
職
員
は
能
力
が
低

い
の
か
、
私
は
そ
う
は
思

わ
な
い
。
当
分
の
間
職
員

幹
部
と
の
苛
烈
は
収
ま
る

と
は
思
え
な
い
が
、
執
行

部
一
丸
と
な
っ
て
村
政
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

こ
の
2
つ
の
問
題

に
よ
っ
て
、
村
政

を
混
乱
さ
せ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
お
詫
び
す
る
。

今
後
は
職
員
か
ら
の
信
頼

を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

今
後
の
農
地
保
全

と
利
活
用
に
つ
い

て
村
長
の
考
え
は
。

将
来
に
わ
た
り
守
っ

て
い
く
べ
き
農
地
の

耕
作
や
管
理
作
業
の
活
性

化
に
努
め
て
い
る
。
利
活

用
に
つ
い
て
は
ミ
シ
マ
サ

イ
コ
や
ブ
ド
ウ
サ
ン
シ
ョ

ウ
な
ど
の
薬
用
作
物
や
奨

励
作
物
の
作
付
け
を
推
進

し
て
い
く
。

尾
緑
地
区
で
は
今

年
か
ら
田
植
え
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

石
が
入
っ
て
い
る
、
ト
ラ

ク
タ
ー
が
動
か
な
い
な
ど

た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
る

の
を
認
識
し
て
い
る
か
。

現
場
に
は
何
度
も

行
っ
て
い
る
。
現
状

に
つ
い
て
は
確
認
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
。

計
画
を
作
っ
た
現

在
の
意
気
込
み
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

球
磨
村
の
産
業
振

興
、
そ
し
て
村
の

発
展
に
大
き
く
影
響
す
る

も
の
で
あ
り
、
今
後
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
作
成
や

観
光
推
進
の
体
制
を
し
っ

か
り
整
え
た
い
。

修
学
旅
行
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
も

一
勝
地
ま
で
来
て

い
る
、
そ
れ
に
球
泉
洞
の
見

学
、
ま
た
災
害
か
ら
の
復

旧
と
い
う
こ
と
で
語
り
部

の
活
動
な
ど
研
修
に
伴
う

観
光
の
受
け
入
れ
も
今
後

出
て
く
る
と
思
っ
て
い
る
。

職
員
へ
の
「
わ
か
ら
ん
」
呼
ば
わ
り
、
当
分
の
間
、

職
員
幹
部
と
の
苛
烈
は
収
ま
る
と
は
思
え
な
い
が

問問 村
長

村
長

問

村
長問

村
長 問

村
長

村
長

問

問

村長

村長

西林　尚賜 議員

田代　利一 議員

職
員
へ
の
発
言

観
光
振
興
計
画

総
務

課
長

総
務

課
長

村
長

農
地
保
全
と
利
活
用

行
政
区
割
と
班
編
成

集
落
支
援

集
落
再
構
築
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「
か
わ
せ
み
」
の
精

査
は
終
わ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
そ
の
後
、

多
額
の
未
払
金
が
発
生
し

て
い
る
が
、
納
入
業
者
に

多
額
の
未
払
金
を
ど
う
説

明
し
ど
う
解
決
す
る
の
か
、

責
任
問
題
を
含
め
た
と
こ

ろ
で
の
考
え
は
。

未
払
金
は
、
㈱
ト

ラ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
業
務
の
中
で
生
じ
た
も

の
で
あ
り
、
同
社
の
責
任

に
お
い
て
支
払
う
べ
き
金

額
と
認
識
し
て
い
る
。
村

も
一
定
の
債
権
が
あ
る
の

で
、
粘
り
強
く
接
触
を
試

み
な
が
ら
し
っ
か
り
と
村

の
責
任
、
私
達
の
責
任
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
、
村
が
出

来
る
こ
と
は
、
同
社
に
ち
ゃ

ん
と
支
払
い
を
し
て
欲
し

い
と
言
う
事
だ
け
で
あ
る
。

一
般
社
団
法
人
く

ま
む
ら
山
村
活
性

化
協
会
か
ら
村
長
と
役
場

を
含
め
た
公
開
質
問
状
に

対
し
て
な
ぜ
、
自
分
で
答

え
な
い
の
か
。

質
問
状
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
私
個

人
に
対
す
る
も
の
と
村
に

対
す
る
も
の
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
私
個
人
の
も
の

に
つ
い
て
は
弁
護
士
に
相

談
し
て
い
て
、
法
的
に
根

拠
が
な
い
も
の
と
し
て
回

答
は
し
て
い
な
い
。
村
に

対
し
て
も
時
系
列
に
関
与

す
る
こ
と
で
な
く
、
法
的

に
責
任
を
問
わ
れ
る
も
の

で
な
く
、
回
答
を
要
し
な

い
と
判
断
し
て
い
る
。

回
答
を
す
る
必
要

が
な
い
と
判
断
し

て
、
法
人
に
対
し
て
何
も

答
え
て
い
な
い
か
ら
、
次
々

と
質
問
状
が
来
る
。
な
ぜ
、

答
え
な
い
の
か
。

私
か
ら
法
人
に
対

し
、「
答
え
ま
せ
ん
」

の
文
章
を
出
し
て
い
る
。

文
章
は
出
し
て
い
な

い
。
口
頭
で
伝
え
た

か
と
言
う
が
、
ま
だ
来
る
質

問
状
に
対
し
て
村
長
は
な

ぜ
、
自
ら
答
え
な
い
の
か
。

弁
護
士
と
相
談
し

た
結
果
、
回
答
は
し

な
い
、
文
章
も
出
さ
な
い
、

特
に
回
答
す
る
根
拠
が
な

い
の
で
答
え
な
い
。

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
の
開

通
に
向
け
て
、
県
と

Ｊ
Ｒ
の
協
定
は
上
下
分
離

方
式
が
採
用
さ
れ
、
沿
線

自
治
体
が
鉄
道
施
設
を
保

有
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州
が
運
行

を
行
う
が
、
執
行
部
、
村

長
の
受
け
止
め
は
。

県
に
負
担
を
い
た

だ
き
、
各
市
町
村
の

負
担
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
す
る
と
い
う
取
り
組
み

が
、
上
下
分
離
方
式
の
最

も
プ
ラ
ス
に
な
る
部
分
だ

と
思
う
。上

下
分
離
方
式
は
、

沿
線
自
治
体
で
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

沿
線
自
治
体
と
話
し
合
っ

て
い
る
か
。

具
体
的
な
話
合
い

と
い
う
の
は
持
た

れ
て
い
な
い
。

水
害
に
強
い
日
本

と
よ
く
言
わ
れ
て

い
る
が
、
強
靭
化
に
向
け

て
は
、
Ｊ
Ｒ
の
路
線
と
一

緒
に
県
道
も
嵩
上
げ
す
る

こ
と
が
強
靭
化
に
つ
な
が

る
と
思
う
の
で
、
県
に
要

望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

県
道
と
一
体
型
の

嵩
上
げ
は
、
強
靭

化
に
と
っ
て
は
本
当
に
必

要
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い

が
、
ま
ず
は
Ｊ
Ｒ
九
州
の

復
旧
を
優
先
さ
せ
、
そ
の

上
で
国
道
、
県
道
の
嵩
上

げ
に
つ
い
て
は
改
め
て
要

望
す
る
。県

道
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
路
線
の
高
さ

ま
で
と
ず
っ
と
言
い
続
け
て

き
た
。
一
体
化
す
る
こ
と
で

２
０
３
３
年
以
降
、
村
と
し

て
沿
線
自
治
体
と
し
て
負
担

が
下
が
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｊ
Ｒ
が
実
施
す
る
２
３
５
億

円
の
中
に
入
れ
込
み
、
国
、

県
と
し
て
数
億
円
投
資
す
れ

ば
と
思
う
が
。
沿
線
自
治
体

と
一
緒
に
強
靭
化
に
向
け
て

や
っ
て
い
く
こ
と
を
約
束
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

沿
線
自
治
体
、
そ

し
て
関
わ
る
12
市

町
村
の
会
議
の
中
で
、
球

磨
村
の
意
見
と
し
て
出
し

た
い
と
思
う
。

村
長

村
長

問

問

同
社
の
責
任
に
お
い
て
支
払
う
べ
き

金
額
と
認
識
し
て
い
る

板﨑　壽一 議員

㈱
ト
ラ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
残
し
た

未
払
金
の
対
応
は

Ｊ
Ｒ
九
州
の
復
旧
を
優
先
さ
せ
、
そ
の
上
で

国
道
、
県
道
の
嵩
上
げ
に
つ
い
て
は
改
め
て

要
望
す
る

Ｊ
Ｒ
の
路
線
と
一
緒
に
県
道
も
嵩
上
げ
す
る

こ
と
が
強
靭
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
が

村
長

村長

村長
問村

長問

村
長問

嶽本　孝司 議員

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線

村
長 か

わ
せ
み

問

問村
長問

公
開
質
問
状

村
長

県
道
の
嵩
あ
げ
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「
か
わ
せ
み
」
の
令

和
８
年
度
か
ら
予

定
さ
れ
て
い
る
新
た
な
「
指

定
管
理
」
の
状
況
は
。

７
月
に
は
募
集
を

開
始
す
る
予
定
だ
。

経
営
者
と
ス
タ
ッ
フ
、
役
場

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
十
分
に
取
れ
る
体
制

や
収
益
性
の
あ
る
事
業
で

あ
る
こ
と
、
地
域
内
の
観

光
事
業
と
の
連
携
が
取
れ

る
こ
と
、
情
報
発
信
や
営

業
な
ど
広
報
体
制
が
構
築

さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
指
定

管
理
後
は
自
立
で
き
る
よ

う
な
経
営
が
見
込
め
る
こ

と
を
基
本
と
す
る
。

少
子
高
齢
化
が
進

行
し
人
口
減
少
が

進
む
球
磨
村
は
、
こ
の
人
口

減
少
対
策
と
少
子
化
対
策

は
緊
急
で
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
村
は
、今
後
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
ろ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

人
口
減
少
の
歯
止

め
策
と
し
て
、
移
住

定
住
施
策
の
推
進
、
子
育

て
支
援
・
教
育
環
境
の
充

実
、
観
光
の
振
興
の
３
つ

の
柱
を
立
て
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
推
進
し
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
転
出
者

の
抑
制
と
移
住
定
住
者
の

確
保
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。
交
流
人
口
を
増
や
し
、

ひ
い
て
は
移
住
人
口
の
拡

大
に
つ
な
が
る
実
効
性
の

あ
る
取
組
み
を
推
進
す
る
。

国
道
２
１
９
号
、
県

道
、
洪
水
に
よ
り

流
出
し
た
残
り
の
４
つ
の

橋
梁
の
復
旧
状
況
は
。

国
道
２
１
９
号
は
、

大
野
大
橋
か
ら
八

代
ま
で
の
区
間
が
全
面
通

行
止
め
と
な
っ
て
お
り
、

全
面
開
通
の
見
込
み
は
未

定
で
あ
る
。
県
道
は
、
村

内
４
路
線
の
う
ち
、
県
道

一
勝
地
神
瀬
線
が
Ｊ
Ｒ
線

路
敷
き
を
迂
回
路
と
し
て

通
行
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

橋
梁
は
、
松
本
橋
が
令
和

７
年
度
中
に
開
通
見
込
み
、

残
り
の
相
良
橋
、
大
瀬
橋
、

神
瀬
橋
の
３
つ
は
、
上
部

工
に
着
手
さ
れ
て
い
る
が
、

開
通
時
期
は
未
定
で
あ
る
。

　
令
和
７
年
７
月
22
日
、
球
磨
村
議

員
控
室
に
お
い
て
、
町
村
議
会
正
副

委
員
長
研
修
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

開
催
さ
れ
た
。

　

関
東
学
院
大
学
法
学
部
教
授　

牧

瀬
稔
氏
に
よ
る
「
議
会
改
革
と
議
員

の
な
り
手
不
足
へ
の
対
応
策
」
と
い

う
演
題
で
開
催
さ
れ
た
研
修
会
に
は
、

議
長
、
正
副
常
任
委
員
長
、
議
会
運

営
委
員
長
を
は
じ
め
と
し
て
６
名
が

参
加
し
た
。

　
講
演
の
内
容
と
し
て
は
、

　
①
な
り
手
不
足
の
現
状

　
②
議
会
改
革
と
は
何
か

　
③
地
方
議
員
の
な
り
手
不
足

　
④
な
り
手
不
足
の
解
決
策

に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
っ
た
。

　
な
り
手
不
足
の
解
消
に
向
け
て
は
、

報
酬
の
拡
充
、
手
当
の
拡
充
、
議
員

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
取

組
も
重
要
で
あ
る
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
議
会
改
革
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
も
の
と
し
て
、
定
数
削
減
、
議

員
報
酬
カ
ッ
ト
、
政
務
活
動
費
の
見

直
し
、
議
員
年
金
制
度
の
廃
止
な
ど

少
子
高
齢
化
対
策
と
と
も
に
最
重
要

課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る

人
口
減
少
対
策
は

村
長

問村
長

村長

宮本　宣彦 議員

町村議会正副委員長研修会を開催

問

問村
長

が
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
本
村
議
会
で
も
、
議
会

改
革
の
一
環
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

導
入
に
取
り
組
ん
だ
が
、
議
会
基
本

条
例
の
策
定
に
取
り
組
む
町
村
議
会

も
増
え
て
き
て
い
る
。

　

議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、
更
な
る

活
性
化
を
目
指
し
、
今
後
も
研
鑽
を

重
ね
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

R7 年 7 月 22 日　町村議会正副委員長オンライン研修会

か
わ
せ
み

少
子
高
齢
化

県
道
国
道
等
の
復
旧
状
況
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住
民
の
意
見
を
反
映
し
て
作
ら
れ
た

施
設
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
行
き
来
の
し
や
す
い
土
間
の
集

会
室
や
キ
ッ
チ
ン
、
畳
ス
ペ
ー
ス
な
ど

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
神
瀬
地
域
住
民

の
新
た
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
期
待
さ

れ
る
。

　

令
和
７
年
７
月
16
日
、
中
園
「
み
ん

な
の
家
」
の
起
工
式
が
、
地
域
住
民
や

関
係
者
約
30
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

　

日
本
財
団
の
支
援
と
熊
本
県
建
築
住

宅
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
被
災
地

域
の
創
造
的
復
興
の
一
翼
を
担
う
施
設

と
し
て
整
備
さ
れ
る「
み
ん
な
の
家
」は
、

村
内
で
は
３
棟
が
整
備
さ
れ
、　

中
園

「
み
ん
な
の
家
」
が
最
後
の
１
棟
と
な
る
。

　

施
設
は
今
年
度
末
の
完
成
を
目
指
す

と
し
て
お
り
、
工
期
内
の
無
事
完
成
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
出
発
を
祈
願

し
た
。

　

神
瀬
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
支
援
施

設
新
築
工
事
起
工
式
が
令
和
７
年
７
月

18
日
に
行
わ
れ
、
村
執
行
部
、
村
議
会
、

地
区
の
区
長
な
ど
関
係
者
25
名
が
参
加

し
た
。

　

神
瀬
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
支
援
施

設
は
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
中
で
神

瀬
地
区
の
防
災
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、

災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
、
ま
た
平

常
時
は
神
瀬
地
域
の
交
流
の
場
、
社
会

教
育
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

神
瀬
の
今
平
地
内
に
建
設
さ
れ
る
施

設
は
、
延
べ
床
面
積
５
１
７
、８
７
㎡
の

平
屋
建
て
で
、
ア
リ
ー
ナ
、
会
議
室
、

和
室
、
調
理
室
の
ほ
か
子
ど
も
の
遊
び

ス
ペ
ー
ス
や
更
衣
室
や
シ
ャ
ワ
ー
室
な

ど
を
整
備
。

　

屋
外
に
は
、
自
家
発
電
設
備
、
炊
き

出
し
ス
ペ
ー
ス
、
駐
車
場
、
駐
輪
場
等

を
整
備
す
る
予
定
で
、
令
和
８
年
度
の

供
用
開
始
を
目
指
す
。

　

令
和
７
年
７
月
５
日
、
神
瀬
「
み
ん

な
の
家
」
の
落
成
式
が
行
わ
れ
、
地
域

住
民
や
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

約
１
０
０
名
が
新
し
い
施
設
の
完
成
を

祝
っ
た
。

　
神
瀬
み
ん
な
の
家
は
、
神
瀬
地
域
の
中

心
部
の
最
大
2.9
メ
ー
ト
ル
か
さ
上
げ
し

た
場
所
に
建
設
さ
れ
、
床
面
積
１
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
木
造
平
屋
で
、
西
側

に
あ
る
芝
生
広
場
や
北
側
の
広
場
を
つ

な
ぐ
拠
点
施
設
と
な
る
。

神
瀬「
み
ん
な
の
家
」が
完
成

中
園「
み
ん
な
の
家
」起
工
式

神
瀬
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
支
援

施
設
新
築
工
事
起
工
式
を
開
催

完成した神瀬「みんなの家」

R7 年 7 月 16 日　中園「みんなの家」起工式

R7 年 7 月 18 日　神瀬地区復興まちづくり支援施設新築工事起工式
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磨

村
大

字
渡

丙
1730番

地
TEL（

0966）
32－
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FAX（

0966）
32－

1230
印

刷
／

㈱
協

和
印

刷 　
小
中
一
貫
校
で
１
年
生
か
ら
９
年
生

ま
で
が
学
ぶ
「
球
磨
村
立
球
磨
清
流
学

園
」
が
、
令
和
６
年
度
に
開
校
し
て
２

年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
開
校
の
理
由
は
、
少
子
化
に
伴
う
複

式
学
級
の
解
消
や
令
和
２
年
７
月
豪
雨

に
起
因
す
る
児
童
生
徒
数
の
減
少
な
ど

で
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
既
存
の
校
舎

を
活
用
し
た
一
勝
地
で
の
分
離
型
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
球
磨
管
内
で
は
、
先
に
水
上
村
立
水

上
学
園
が
、
令
和
５
年
度
よ
り
一
体
型

校
舎
で
ス
タ
ー
ト
。
３
番
目
と
し
て
、

五
木
村
立
五
木
学
園
が
令
和
８
年
度
開

校
予
定
で
、
分
離
型
で
ス
タ
ー
ト
し
た

後
、
令
和
９
年
度
末
ま
で
に
一
体
型
の

校
舎
を
建
築
す
る
予
定
と
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
球
磨
清
流
学
園
は
、
今
後
、
児
童
生

徒
数
が
減
少
し
た
と
し
て
も
、
よ
り
教

育
環
境
の
整
備
を
図
り
、
柔
軟
性
や
連

続
性
を
持
っ
た
小
中
一
貫
教
育
を
進
め

る
た
め
、「
一
体
型
」
へ
向
け
た
早
急

な
議
論
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
本
　
宣
彦

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　   

　
　板 

﨑
　壽 

一

副
委
員
長
　   

　
　西 

林
　尚 

賜

委
　
　員
　   

　
　宮 

本
　宣 

彦

委
　
　員
　   

　
　永
椎  

樹
一
郎

■球磨村世帯数：1,176世帯　■人口：2,586人　男：1,243人　女：1,343人（令和7年8月１日現在）

編
集
後
記

球磨清流学園
７年生

球磨清流学園
７年生

牛塚　裕聖さん
　７年生は個性的で、自分の考
えをしっかり持つことのできるク
ラスです。自主的に発表するこ
とが７年生の課題なので、全体
の場で積極的に発表できるクラ
スにしたいです。

毎床　琉歌さん
　５月に７年生みんなで行った集団宿泊教
室では、みんなで協力することの大切さを
学ぶことができました。学んだことを２学期
にある合唱祭や文化祭などで活かし、自分
たちが納得できるものをつくっていきたい
です。

令和7年度の球磨清流学園7年生は１5人です。
「Shining　Fifteen　Colors ～弾け　輝け　１５人～」を学級目標に掲げています。
この学級目標には、１５人がそれぞれの色を出して、１５人みんなで輝きたいという意味が
込められています。目標を達成できるように、お互いの個性を認め合いながら、クラス
みんなで協力して成長していきたいと思います。

７年生担任　竹井　優衣 先生
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